
松阪地区広域消防組合消防職員協議会 

第 3 回役員会議事録 

 

日 時：平成 30年 4月 17日（火）9：30～ 

場 所：東海ろうきん松阪支店 2階会議室 

出席者：関岡、石神、中川清貴、森本裕介、山本岳志 

 

 

１、今後の消防長への協議をおこなっていく内容について(会員から意見のあるもの) 

  ●夜間勤務体制の見直し 

・4人勤務が多くなる三雲分署の現状では難しい。また現在の夜間勤務は身体への 

 負担が大きい。 

   ・消防職員委員会でも意見提出する予定。 

 

  ●各署での当直司令が不在時の消防司令補の代行について 

・幹部会議で話があったと聞いているが文章での明示が無い。会議の決定事項を 

 文章で出し全職員に周知して頂く。 

 

  ●特殊勤務手当の支給 

   ・議員、市職員組合と協議を実施したうえで消防長から市長に掛け合って頂くよう 

協議する。 

 

  ●予防業務について(立入検査) 

   ・規定、要綱の進捗状況が不明確で現場に伝わっていないため混乱が生じている。 

   ・予防課職員から意見を確認する。 

   ・協議を実施するのは資料と根拠を固めてから実施する 

 

 

 ※職場での状況を確認し協議を行っていくもの 

  ●整備係廃止に伴う今後の車両整備について 

   ・現状は運用が始まったばかりであり、まだ問題点が浮かび上がってきていない。

今後、問題点が抽出されてくれば意見を挙げていく。 

 

 



２、中島議員と市職員組合との協議を行っていくもの 

  (１)特殊勤務手当について 

   ・市職員組合は消防職員の手当支給実現を組合としても進めていきたい。 

   ・日程調整し 5月初旬くらいに話し合いを実施したい。総務課にも出席して頂くよ

うに依頼をおこなってみる。 

 

  (２)今後の消防行政の議会での議案提案について 

   ・宮町訓練場の充実（設備面、使用頻度、競錬会を実施するなどしてはどうか） 

    教練会の実施等も検討する。 

   ・職員用の災害用品の備蓄 

   ・大規模災害発生時のため、病院など各関係機関との協定(合同訓練の開催等も検

討) 

   ・その他意見募集を実施 

 

 

３、消防職員委員会の意見提出について 

  ・明和署の人員増もしくは救急車を 1台体制に  

  ・初任科生の食事代を公費負担に 

  ・夜間勤務体制の変更 

  ・特殊勤務手当の支給 

  ・各部会の体制見直し(現状の部会内容、システム委員会の検討) 

  ・会議等における議事録の作成 

・消防司令がいない体制の当直体制の見直しについて 

  ・火災報告書を簡易様式の導入 

  ・本部職員の休憩時間の適正化、休憩場所の設置 

  ・整備係廃止に伴う今後の方針について（タイヤ交換など職員へのリスク） 

  ・ライデン返信の際に備考欄への入力方法の統一（例、○○署まで〇分、電話番号

090-1111-2222）など召集がスムーズに行えるように 

  ・防火衣安全帯の装着方法について組織としての見解 

  ・消防大学校火災調査課程、予防査察課程への派遣 

 

 

４、未加入者の勧誘について 

  (１)文書の発送について 

   ・司令長への発送は行わない。司令までを対象に実施 

 



  (２)勧誘について 

   ・若年者、加入の見込みがある方を中心に声かけを実施する。 

   ・松阪消防のイントラを使うのはどうか？と意見が出たが過去にそれはできないと

言われた経緯がある。 

 

   

  (３)名簿について 

   ・名簿を出すことによってどのような影響が出るのか？→名簿を見てやめようと考

える方もいるのではないか。 

   ・役員会等だけの議論ではなく、若い方の意見も聞いてみるべき。 

 

 

５、新しい職場での状況について 

  ・今のところハラスメントがある等の声は聞こえてきていない。 

  ・体調不良がみられる会員がいる。現在の状況を確認し今後の対応も検討する。 

 

 

６、福利厚生事業(バーべキュー)、渋川学習会、三重県消協の学習会について 

  ・敷居が高いと感じている方もいるようです。声かけをお願いします。 

 

 

７、その他 

  ・中島議員、市職員組合柿本書記長、消防長、松消協で意見交換会の実施を検討して

います。 

  ・新規会員が多数いますので、資料を作成し全会員を対象に活動内容、保険・労金、

会則の説明会を 5月中に実施します。 


